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呼吸 器 感 染症26例,尿 路 感 染 症2例,計28例 の感 染 症 例 にCefuroxime axetil(CXM-AX)

を使用 した。 対 象 は18歳 か ら80歳(平 均59.8歳)ま で の男 性11例,女 性17例 で,呼 吸 器

感 染症 は250な い し500mg1日3回,尿 路 感 染 症 は250mg1日3回 の 内 服 と し,期 間 は3～

14日,総 使 用 量 は2.25～21.0gで あ っ た.

臨 床 効果 は著 効1,有 効18,や や 有効2,無 効3,判 定 除 外4で あ っ た。 臨 床 的 な副 作 用 と して

下 痢が1例 にみ られ,検 査 成績 上,好 中球 減 少 を1例 に認 め た が,い ずれ も軽 度 で治 療 終 了 後 ま も

な く改 善 した 。

Cefuroxime axetil(CXM-AX)は 英 国Glaxo社 で

開発 された 経 口用 セ ファ ロス ポ リン系 抗 生 物 質 で,経 口

使用 に よ りほ と ん ど 吸 収 さ れ な か っ たCefuroxime

(CXM)のl-acetoxyethyl ester誘 導 体 で あ る。 本 剤

はそれ 自体 に ほ とん ど抗 菌 作用 は ない が,内 服 後 腸管 内

で脱 エス テル化 され てCefuroximeと して 吸 収 され抗 菌

作用 を発 揮 す る。

Cefuroximeは β-lactamaselこ 安 定 で あ るた め,第

1世 代Cephem剤 で効 果 が 期 待 で きな か っ たE.coli,

KlebsiellaのCephalosporin耐 性 株 やCitrobacter,

Enterobacter,Proteus(hdole positive)に も抗 菌 活

性を示 し,又,H.inflmnzuやN.gonorrhoeaeに 対

して も第1世 代Cephem剤 に 比 し て優 れ て い る1.2,3)。

抗菌 スペ ク トル の拡 大 と と もに,内 服 した 際 の 腸管 か ら

の吸収,各 組織 への 移 行 も比 較 的 良 好 で あ る こ と か

ら4.5,6),各 科 領 域 の感 染 症 に 対 す る 有 用 性 が 期 待 さ れ

る。

われわ れは28例 の 感 染 症 例 に 本 剤 を 使 用 す る機 会 を

得たの でその 成績 を 報 告 す る。

I.対 象 と 方 法

1.対 象

対象患 者 は昭 和59年9月 か ら昭 和60年5月 まで の

間 に信楽 園病 院 に お い て外 来 あ る いは 入 院 治 療 を行 な っ

た28例 で,男 性11例,女 性17例,年 齢 は18歳 か

ら80歳 まで であ る。

呼吸器疾 患 の 内訳 は,急 性 気 管 支 炎,肺 炎 各2例,慢

性 気 管 支 炎 の急 性 増 悪,肺 気 腫 二 次 感 染,陳 旧 性肺 結 核

に 感 染 を きた した も のが そ れ ぞ れ3例,気 管支 喘息 混合

感 染4例,気 管支 拡 張 症 二 次 感 染7例,肺 線維 症 に気 道

感 染 を 伴 った もの,肺 癌 二 次 感 染 各 々1例 で あ る。 尿路

感 染 症2例 は,1例 が 尿管 結 石 症 に 伴 う感 染,1例 は 多

発 性 脳 梗 塞 発症 後,膿 尿 の出 現 をみ た もの で あ った。

起 因菌 は 呼 吸 器感 染 症26例 中13例 で判 明 した.S.

pneumoniaeが 気 管 支 拡 張 症 例1例 か ら,B.catarrhalis

が 慢性 気 管 支 炎 例2例 よ り,K.pｎeumoniaeが 肺 気腫 例,

気 管支 拡 張 症 例 各1例 か ら,H.influenzaeが 急 性 気管

支 炎 例1例 と慢 性 気 道 感 染 症 例5例 よ り,P.aeruginosa

が 陳 旧性 肺結 核 症 例1例 か ら分 離 され た 。複 数 菌 感 染 例

と して 肺 気 腫 の1例 か らH.influenzaeとK.pneumo-

niaeが 検 出 され た。 尿 路 感 染 症2例 の 起 因菌 は い ずれ

もK.pneumoniaeで あ った 。

2。 使用 法,使 用 量

全 例 原 則 と して食 後 内 服 を行 な い,呼 吸 器 感染 症 で は

250mg1日3回 服 用 した も の11例,500mg3回 使用

した もの15例 で,尿 路 感 染 症2例 に は250mgを1日

3回 使 用 した 。 治 療 期 間 は 症 例18と27の3日 が 最

短,症 例14と19の14日 が 最 長 て,総 使 用 量 は症 例

18,27の2.25gが 最 少,症 例14の21.0gが 最 多 で あ

った。

3.効 果 判定 基準

原 因菌 の判 明 して い る場 合 は そ の 動 向 を 加 味 し,臨 床

経 過 と検 査所 見 の 経 過 か ら,著 効(Excellent),有 効
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Table 3 Overall clinical efficacy of  CXIVI-AX

(Good),や や有 効(Fair),無 効(Poor)と 判 定 した。本

剤 に よる治療 の 適応 でな か った と考 え られ る もの,他 の

抗菌 剤,消 炎 剤 な どの併 用 が 行 な わ れ た もの は,判 定 不

能(Undetermined)と した 。

4.副 作用 の検討

服用 に よる悪 心,嘔 吐,下 痢,発 熱 発 疹 な ど臨床 的

な副作用 の発 現 に 留意 した 。 治 療 前 後 の 検 査 成 績 か ら,

腎,肝,骨 髄 機 能 へ の影 響 をみ た 。 腎 機 能 に つ い て は血

清尿素 窒素(BUN)お よび ク レア チ ニ ン(Cr),肝 機能

に関 しては ア ル カ リフ ォス フ ァタ ーゼ(A1-P),ト ラ ン

スア ミナ ーゼ(GOT,GPT)お よび 総 ビ リル ビ ン,骨 髄

機能 につい て は末 梢血 ヘ マ トク リ ッ ト(Ht),血 小板 数

(Platelet),白 血 球 数(WBC),好 中 球 百 分 比(Neutro),

それ に全身 の過 敏 症 状 に関 しては 未 梢 血 好 酸 球 百 分 比

くEosino)を 指 標 と し,直 接 クー ム ス試 験 も 可 能 な 限 り

行 なった。

II.成 績

1.臨 床 効果(Table1,3)

全体 で著 効1例,有 効18例,や や 有 効2例,無 効3

例,判 定不能4例 の結 果 で有 効 率 は79.2%で あ った 。

呼吸 器感 染症 で は著 効1,有 効16,や や 有 効2,無 効

3,判 定 不能4例 で あ っ た。

著効 の症 例2はH.influenzaeが 分 離 され た 急 性 気 管

支炎例 で,本 剤 使 用1日 後 に は平 熱 とな り3日 後 には 咳

漱,膿 性 疾 は全 く消 失 し,起 因 菌 の消 失 もみ た 。 症 例

5,6は 慢 性気 管 支 炎 の急 性 増 悪 例 で,そ れ ぞれ 喀 疾 よ り

H. influenzae, B. catarrhalisが 検 出 さ れ,本 剤500mg

1日3回 の内服 に よ り臨床 症 状 の改 善,菌 消 失 を得,有

効 と した。症 例7は 症 例6と 同一 症 例 で,や は りB.ca-

tarrhalisが 分 離 され ,250mg1日3回 と症 例6の 半 量

を使用 した ところ,臨 床 症 状 の 改善 は み た も の の,菌 の

消失 は得 られ なか った 。症 例8～11は 気管 支 喘息 に気 道

感染 を合併 した もので,い ずれ も有効 であ った。症 例8

と10でH.influenzaeが 検出され たが,前 者では不変,

後老 では減少に とどま った。 いずれ も250mg1日3回

の使用 であ った。症 例16はS.pnemoniaeに よる気管

支拡張症二次感染例で,本 剤 内服後直ちに平熱 とな り,

喀疾 も7日 後には全 く消失 した。治療終了時の臨床 検査

が なされ ていないが著効 とも言 い得 る症例であ った。 症

例21も 気管支拡張症例で,喀 疾か らHlinPluen2aeが 分

離 され500mg1日3回 の内服で有効 であった。

無効 の症例13は 安静時 でも常時呼吸困難が存在 す る

高度 の肺気腫 例で,H.influenzaeとK.pmummiaeが

検 出されたため本剤250mgを1日3回 使用 したが効果

がみ られ なか った。症例14は13と 同一症例で,お よ

そ2ヵ 月後 にK.pneumoniaeに よる再度 の気道感染を

きた し,500mg3回 と増量 して14日 間使用 してみた

が,臨 床症状 の軽度改善が得 られ たに と ど ま り,K.

pneumoniaeは 存続 した。症例18は 心不全 を伴 う極め

て高 度の気管支拡張症例 で,H.influenzaeが 分離 され,

Amoyicillinが 無効で,本 剤250mg1日3回 に変更 し

たが無効 であった。症例22は 高 度の胸膜 癒着 と気管支

の拡張 化を伴 う陳 旧性肺結核症例で,微 熱 膿性疾が持

続 し本剤 を使用 したが効果は得 られなか った。後 に起囚

菌 がP.aerugimsaと 判 明 し,本 剤の適応 ではな く効果

判定を除 外すべ き症 例であった。

判定不能 例は4例 である。症 例3と4は マイつプラズ

マ肺炎 と考え られた。 症 例1,25は 感染を 思わせ る症

状,所 見,検 査成績 が乏 しく,判 定 を除外 した。

使用量別に臨床効果 をみ る と250mg1日3回 使用例

は11例 で,判 定不能 の1例 を除 くと70.0%の 有効率

であった。一方500mg1日3回 使用の15例 ては評価

可能12例 の有効率は,83.3%で あ った。

尿路感染症 の2例 はいずれ もK.pneumoniaeが 起因
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菌 て本剤250mg1日3回 の 内 服 で 臨床 症 状 の改 善,菌

消 失 を み,有 効 であ った 。

疾 患 別 の効 果 を み る とTable3の ご と く,有 効 以 上 の

有 効 率 は呼 吸 器 感 染 症77.3%,尿 路 感 染 症100%,全 体

で79.2%と 高 い も ので,慢 性 気道 感 染症 に お い て も20

例 中15例 有 効 で75.0%の 有 効 率 で あ った 。

起 因菌 判 明15例 の 細菌 学 的 効 果 は 消 失6,減 少2,

存 続6,不 明1で,除 菌 率 は42.9%て あ った 。5:pneu-

moniae 1株 は消 失,P.aemginosa1株 は 存 続 した。

hUnflmnzae7株 は 消 失2,減 少1,存 続3,不 明1,

B.catarrhalis2株 は 消 失,存 続 各1,K.Pneumoniae

5株 は消 失2,減 少1,存 続2と い う結 果 で あ った。

呼 吸 器 感 染 症 の 使 用量 別 の細 菌 学 的 効 果 を み る と,起

因菌 判 明例 の うち250mg1日3回 内服 例 は7例 で,消

失1,減 少2,存 続4と 除 菌 率 は14.3%と 低 く,500

mg3回 内 服6例 で は不 変 のRaerugino5aを 含め て も

消 失3,存 続2,不 明1と60.0%の 除 菌 率 で あ った 。

2.副 作 用(Table1,2)

臨 床 的 に は1例(症 例23)で 本 剤 使 用4日 目よ り下 痢

の出 現 を み た が,治 療 中 止2日 後 に は 改善 した 。 検 査 成

績 上 は 好 中 球 減 少が1例(症 例7)で み られ た が 軽 度 な

もの で あ った。 症 例3,5,28でGOT,GPTの 上 昇 を み

てい るが,症 例5,28は 基礎 疾 患(慢 性 肝 炎)に よ るも

の と考 え られ,症 例3は 治療 前 の検 査 が な さ れ て お ら

ず,マ イ コプ ラズ マ感 染 に よる可 能 性 もあ り,本 剤 との

因 果 関 係は 不 明 であ る。

III.考 按

呼 吸 器 感 染 症26例,尿 路 感 染 症2例 に使 用 した結 果

は著 効1,有 効18,や や有 効2,無 効3,判 定 除 外4

て,判 定 除 外 例 を除 く と有 効 率 は79.2%で あ り,呼 吸

器 感 染 症 では77.3%,尿 路 感 染 症100%と 比 較 的 高 い

も の で あ り,慢 性気 道 感 染 症 にお い て も75.0%で あ っ

た。

本 剤 は腸 管 か ら の吸 収 が 良 好 で,比 較 的 高 い血 中 濃 度

の 維 持 が 可能 て あ り,喀 疾 中移 行 も 同系 薬 剤 と して は 優

れ て い る4,5,6)。又,第1世 代Cephem剤 に 比 しGram

陰 性菌 に対 す る抗 菌 スペ ク トルが 拡 大 され て い るが,こ

れ らの特 徴 と,比 較 的軽 症 な症 例 を選 択 した こ と もあ っ

て,高 い有 効 率 が 得 られ た も の と考 え られ る。 とは い っ

て も本 来Cephem剤 の喀 疾 中 移 行 は それ 程 優 れ て い る

も の ては な く,本 剤 も500mg内 服 で も最 高0.46μg/

ml程 度 と報 告 され て い る6)。加 うる にGram陰 性 菌 に対

す る抗菌 力も際 だった ものてはない0し たが って明確な

臨床効果,細 菌学的効果 を期待す るには使用量が充分で

あるこ とが必要 であろ う。われわれの症例に お いては

250mg1日3回 の使用 の際 の除菌率は14.3%と 低く
,

500mg3回 のそれが60.0%で,明 らかな差を認めた
。

とくに,慢 性気道感染症 に おいては250mg1日3回 の

使用 では有効喀疾中濃度の維持は困難 であ る可能性があ

り,500mg3回 あ るいはそれ以上 の使用が無難 と考え

られ る。

副作用 と しては下痢が1例 に,検 査成績上は好中球減

少が1例 にみ られたが,い ずれ も軽度 なもので本剤中止

後 まもな く改善をみた。 内服剤 と しては副作用が少な

く,臨 床検査値 の異常 も重大 なものがみられなかった7)

ことか ら,比 較的安 全な使用が可能な薬剤 ということが

で きる。抗菌 スペ ク トルの拡大 と併せ,対 象に応じて使

用量 を配慮すれ ば,内 服剤 としてかな りの有用性が期待

で きよう。 又,本 剤 の腸管か らの吸収が,空 腹時よりも

食後 がむ しろ優れ ている点4,6)も,食後服用の習慣のある

本邦においては,有 用性 を高め ることになろ う。
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A new oral cephem antibiotic, cefuroxime axetil (CXM-AX) was administered to total 28 patients
consisting of 26 with respiratory tract infections and 2 with urinary tract infections, and its efficacy
and safety were studied. The study was carried out from September, 1984 to May, 1985. The

patients consisted of 11 adult males and 17 adult females in this study. The mean age of the total
patients was 57.5 years (range: 18-80).

CXM-AX was given three times a day at a dose of 250 mg or 500 mg in the patients with respiratory
tract infections and at a dose of 250 mg in the patients with urinary tract infections. The duration
of therapy ranged from 3 to 14 days, the total dose ranged from 2. 25 to 21. 0 g.

The therapeutic effect was "Excellent" in 1 patient, "Good" in 18, "Fair" in2, "Poor" in 3,
"undetermined" in 4, with a high effectiveness rate of 79. 2%. As an adverse event, diarrhea was
observed in one patient. Laboratory tests revealed decrease in neutrophil in one case. however, these
symptom and finding were mild and no severe side effects caused by the drug were observed.


